
平成 18年度学術情報リテラシー教育担当者研修 江森 早穂氏（広島大学図書館部）講義資料 
平成 18年 10月 11日（大阪大学）／11月 8日（国立情報学研究所） 

【資料 1】 
平成１７年度第１回情報リテラシー委員会議事録 

日時：平成１７年５月１８日（水）９：００～１０：１５ 
場所：中央図書館会議室 
出席者：鈴木、板谷、橘、庄、山中、西薗、首東、塚本、江森 （テレビ会議） 
配付資料：①平成１７年度第１回情報リテラシー委員会議事日程 
     ②  “   情報リテラシー委員会事業計画（素案） 
     ③平成１６年度講習会開催状況 
議題： 
１．「広島大学生のための情報活用ガイドブック 基礎編」（仮称）の作成 
  ・中央図書館、医学分館等で講習会向けまたは情報検索のための総合的なガイドは、

かつて作成されていない。 
  ・利用案内では事実は記述されているが、初心者がどのように資料にたどり着くか、

どのように利用するかの指針となるガイドがあると良いのでないか。 
   
２．情報リテラシー教育の推進について 
  ・特定のデータベース講習でなく、どのデータベースを使うかというような説明をす

る講習会を開催するとよい。 
  ・利用者サービス企画だけの講習では、技術的、日程的限界があるので、テーマによ

っては他の係に担当してもらいたい。 
  ・メディアセンターよりの提案で、情報関係の授業の一部を図書館が担当する可能性

があるので、当委員会で関与する必要があるかもしれない。今後のメディアセンタ

ーとの打ち合わせによる。 
 
３．１．２．の事業についての班分け 
  ・霞キャンパスでは従来独自に講習会を行ってきたが、今後はどのようにするか。 
      霞キャンパス限定データベースについては、独自に計画・実施 
      東広島キャンパスと共通のデータベースについては、独自に計画するが、事 

前に利用サービス企画と相談することとする。東広島キャンパスの計画につ

いても同様に医学分館に知らせることとする。 
  ・班分け 
    テキスト作成班：鈴木、江森、山中、首東、塚本、庄 
    情報リテラシー班：鈴木、板谷、橘、西薗、庄 
  ・今後の活動について 
    テキスト班：鈴木委員がテキスト案を作成、委員に送付 
    情報リテラシー班：利用サービス企画、医学分館で各々案を作成して検討 


